
研究目的

本研究では、HIV看護の均てん化を目指し、拠点

病院・非拠点病院の外来看護師の育成課題について

検討する。

研究方法

1．研修会の開催について

平成5年7月28日に当時の厚生省保健医療局長が

「エイズ治療の拠点病院の整備について」を各都道

府県知事に通知（健医発第825号）したのちに、こ

の時代の患者の診療状況を踏まえ、地方ブロック拠

点病院の整備（平成 9 年）や中核拠点病院の整備

（平成18年）の通知をもとに、我が国の医療体制

は整備されてきた。講習参加、勉強会・研修事業の

開催などを行うよう記載されている。この通知をも

とに拠点病院では多くの研修会を企画・運営してい

る。

エイズ治療・研究開発センターおよびブロック拠

点病院で開催された平成27年度、平成28年度の研

修を紹介する。

2．人材育成の課題について

本分担研究班では、エイズ診療拠点病院の実務担

当看護師を対象に調査（看護体制調査）を行った。

目的は、HIV/AIDS 看護体制の現状や課題を把握

し、HIV感染症看護師を支援することである、開始

は平成19年度でその後は偶数年度である20年、22

年、24年、26年の計5回実施した。平成28年度は開

催年度であるが、本報告書作成時は調査票回収時期

であるため、平成26年度までの看護体制調査の結

果に基づき、人材育成の課題を検討する。

研究結果

1．研修会の開催について

研修会について、その内容は、基礎から応用まで

幅広く、研修受講対象者は、拠点/非拠点病院の病

棟/外来勤務を問わず、多くの看護師に向け、開催

されていた。

開催先は、自施設もあれば他施設への出張もあ

る。また病院のみならず、個別に診療所や、介護/

福祉の施設もあった（表1, 2参照）。
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本研究では、「平成26年度HIV/AIDS看護体制調査（以下、看護体制調査）」の結果を踏ま

え、平成28年度看護体制調査を実施（現在、集計分析中）した。

これまでの調査で「人材・後継者育成」の課題があり、回答された施設の半数でこの課題解決

のために何らかの取り組みを行っていた。また、人手・経験不足により時間に追われ、ケアの

質に悩む施設も多かった。

平成27年度には「コーディネーターナーステキストver1.0」を作成し、コーディネーターナ

ース（以下、CN)の活動内容の具体化とCNが中核拠点病院へも配置されるよう、中核拠点病院

連絡調整員事業への参加を呼びかけを続けていく。



2．人材育成の課題について

看護体制調査によると平成22年度から自由記載

欄に「後継者育成・教育」が新たな課題として記載

された。平成24年度調査では、「ケア困難・ケア

実施上の課題」（複数回答）のトップに「スタッフ

の育成」が上がり、その対処として「研修会などで

知識の習得」や「文献などで自己学習」、「多職種

と連携する」などしていた。また「ブロック拠点病

院の看護基礎研修を知っているか」の設問に対し、

平成22年度は知っているが82.1％、平成24年度調

査では 93.4％で、「実際に参加したか」の設問で

は、平成22年度は64.8％、平成24年度は80.3％で

あった。

人材育成についての取り組みおよびその課題につ

いて、平成26年度調査で、実務担当看護師に回答

を求めた結果について、回答 166 施設中、64 施設

（38.6％）がなんらかの育成を行っていた（図1）。

具体的な取り組み内容は、「当該ブロック看護担

当者への相談」「プロジェクトや委員会活動」の順

に多かった（図2）。

看護師育成上の課題としては、「時間がない」が

最も多く、「症例がない」、「協力者がいない」の

順であった（図3）。

自由記載欄にあった人材育成などの課題は、以下

の内容であった（平成26年度調査）。

● 研修希望はあるが、マンパワー不足で業務が抜

けられない現状。

● 病院が拠点病院という認識が低い。

● 県外研修となるため、経時的負担や距離的問題

で参加が難しいことが多い。

● HIV看護専任で外来業務を行っている。資格取

得したいと思うが、研修に参加しにくい。

● 外来勤務なので休日であれば参加可能、平日は

休みを取ることで業務に支障が来るので現実で

は厳しい。

● 拠点病院だが、診察歴なし。専門医不在。HIV

患者が多くなればNsの育成も必要。

考察

研修会の開催について、ACC/ブロック拠点病院

では、全国の看護師（拠点・非拠点問わず）を対象

に幅広く柔軟に研修を開催していた。病気発見から

30年以上が経過し、HIV診療では改善された面も大

きいが、今だ根治に至らず、今後も慢性疾患として

医療継続が必要になる。さらに、患者の高齢化、療

養の長期化に伴い、専門医療と総合医療について院

内外の複数の診療科との連携が不可欠になる。自己

管理が難しい患者の療養生活支援のためには地域の

保健・福祉・介護との連携が増加し、その連携先は

非拠点病院となる場合が多い。非拠点病院は拠点病

院とは異なり、施設の理念や人材体制、情報不足な
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どの課題に対し、手厚い対策が必要である。また社

会の誤解/偏見も大きく、これだけ治療が進歩し患

者像が変化しても生きづらい患者は少なくない。患

者が安心して医療にかかり続け、社会参加を続ける

ための支援が必要である。

しかし人材育成の必要性を感じながら、現実に

は、時間がないことなどの課題が大きい。また自由

記載からHIV診療時に他疾患の外来業務を兼務して

いる状況や研修参加時に他のスタッフが交替でフォ

ローできる状況にないことも予測された。HIV診療

について病院や施設のHIV診療についての理念をも

とに、診療体制や看護師配置や業務、役割があてが

われ、研修などの育成が並行して開始されていく。

また外来看護体制は入院病棟よりも人数配置が少な

く、雇用形態も異なることも多い。元来、看護部門

の大きな方針として、同じ部署を継続するのではな

く、多様な部署を2－3年でローテーションしなが

ら、ジェネラリストとしてキャリアアップすること

が多かった。一方で、一部の医療機関ではHIVの外

来診療の場に認定看護師（感染管理）・専門看護師

（慢性看護、感染症看護）を起用している。HIV診

療は治療の劇的な進歩で入院せずに外来で医学管理

することになるため、今後の外来看護業務の見直し

としてクラークなどの採用により必要な看護業務を

行える環境整備が急務であるが、他疾患の外来看護

体制との調整が必要であろう。

看護体制調査について、これまですべての項目で

実務担当者が回答しているため、平成28年度は看

護管理者に育成の取り組みや課題の聴取を行ってい

る。今後、集計・分析を予定している。

結論

看護師向けのHIV研修は全国で実施されていた。

看護体制調査で回答した約半数の施設で何らかの

人材育成の取り組みを行っていた。課題として「時

間がない」ことが最も多く、育成の必要性があって

も実際の取り組みが難しいことが予測された。

HIV診療の外来看護師の育成について、療養経過

が変化し外来管理できる状態の疾患看護の体制整備

として、外来看護業務を見直し、他疾患の外来看護

体制と合わせて取り組む工夫が必要となった。
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